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� ●アンケート集計結果より

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
昨
年
の
夏
展
示

会
と
展
示
関
連
上
映
会
を
企
画
・
開
催
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
会
場
で
実
施
し
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
と
内
容
の
報
告
、

ま
た
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感

想
・
ご
意
見
な
ど
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
平
成
二
六
年
度
展
示
会
〉

横
浜
市
広
報
ポ
ス
タ
ー
に
み
る
昭
和
四
〇
年
代

協
力　

横
浜
市
市
民
局
広
報
課
・
横
浜
市
中

央
図
書
館

平
成
二
六
年
七
月
二
三
日
（
水
）
〜
九
月
一

五
日
（
月
）

横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
広
報
ポ
ス

タ
ー『
市
民
広
報
』
約
三
〇
点
と
関
連
す
る

写
真
五
〇
点
等
に
よ
り
昭
和
四
〇
年
代
の
横

浜
を
紹
介
。

担
当　

百
瀬　

敏
夫

・
入
場
者
四
〇
一
〇
名
回
答
者
数
一
五
一
名

・
男
性
七
五
％
女
性
二
二
％
無
回
答
三
％

・
見
学
者
層
は
五
〇
代
が
二
五
％
、
次
い
で

四
〇
代
一
七
％
三
〇
代
、
六
〇
代
の
一
三
％

で
し
た
。

・
見
学
に
来
ら
れ
た
動
機
は
、
「
タ
イ
ト
ル

に
ひ
か
れ
て
」
二
五
％
、
「
横
浜
の
近
現
代

史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
二
一
％
、
中
央
図

書
館
来
館
中
に
「
た
ま
た
ま
開
催
さ
れ
て
い

た
」
一
八
％
で
し
た

・
展
示
の
評
価
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
四

五
％
、
「
良
か
っ
た
」
四
一
％
が
多
く
好
評

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

〈
展
示
の
感
想
よ
り
〉

・
昔
の
ポ
ス
タ
ー
は
色
数
が
少
な
く
、
内
容

が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
一
見
し
た
だ
け
で

理
解
で
き
る
も
の
が
多
い
と
感
じ
た
。
（
四

〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
過
去
の
ポ
ス
タ
ー
は
迫
力
が
あ
る
も
の
が

多
く
驚
い
た
。
（
二
〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
壁
に
あ
る
一
つ
一
つ
に
見
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
（
一
〇
代
・
神

奈
川
区
）

・
自
分
が
生
ま
れ
た
年
前
後
の
も
の
を
な
つ

か
し
く
お
も
っ
た
。
そ
の
時
代
が
わ
か
る
と

て
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
展
示
を
見
た
。

（
四
〇
代
・
鶴
見
区
）

・
ポ
ス
タ
ー
か
ら
そ
の
時
代
背
景
が
見
え
て

面
白
か
っ
た
。
（
三
〇
代
中
区
）

・
こ
こ
一
か
所
で
大
都
市
横
浜
の
流
れ
の
大

筋
が
理
解
で
き
た
。（
（
六
〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
横
浜
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
（
昭
和
時
代
）

に
感
動
し
た
。
（
四
〇
代
・
金
沢
区
）

・
書
籍
で
も
な
い
、
公
文
書
で
も
な
い
け
れ

ど
歴
史
資
料
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
五
〇
代
・
神
奈

川
区
）

・
レ
ト
ロ
・
モ
ダ
ン
な
ポ
ス
タ
ー
に
思
わ
ず
、

懐
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、

昭
和
四
〇
年
代
（
高
度
成
長
期
）
の
市
政
の

直
接
的
な
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
あ
る
意

味
、
今
後
の
人
口
減
・
高
齢
化
の
中
で
「
伝

え
る
」
こ
と
の
原
点
を
感
じ
る
。
ネ
ッ
ト
社

会
に
一
石
を
投
じ
る
企
画
だ
っ
た
。
（
五
〇

代
・
港
北
区
）

・
公
共
イ
ン
フ
ラ
（
下
水
道
な
ど
）
や
公
害

対
策
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、
昔
の
現
実
を
思
い

出
し
て
改
善
に
何
十
年
も
か
か
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
（
六
〇
代
・
中
区
）

・
今
の
横
浜
か
ら
想
像
で
き
な
い
諸
問
題
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
解
決
し
て

い
く
な
か
で
、
今
の
横
浜
が
あ
る
の
だ
と
思

う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
（
六
〇
代
・

戸
塚
区
）

・
も
っ
と
も
っ
と
若
い
人
（
中
高
生
）
に
み

て
ほ
し
い
。
（
四
〇
代
・
西
区
）

〈
特
に
興
味
を
も
っ
た
資
料
〉

・
昭
和
四
〇
年
代
の
写
真
（
同
様
八
件
）

・
「
六
大
事
業
」
（
同
様
二
件
）

・
横
浜
五
大
戦
争
（
同
様
三
件
）

・
「
ふ
く
れ
あ
が
る
横
浜
市
」（
同
様
三
件
）

ほ
か
の
大
都
市
に
比
べ
て
、
あ
れ
ほ
ど
一

気
に
人
口
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。（
二
〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
「
大
掃
除
は
お
早
め
に
」

昭
和
四
〇
年
代
ご
み
問
題
が
大
き
な
も
の

で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。（
二
〇
代
・
横
浜

市
）

・
「
明
日
の
横
浜
を
話
し
合
う
区
民
の
集
い
」

大
木
の
周
り
に
人
々
が
囲
ん
で
座
っ
て
い

る
構
図
に
、
当
時
の
市
民
参
加
が
活
発
な
空

気
を
感
じ
た
。（
二
〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
「
全
国
一
斉
ね
ず
み
退
治
」
（
同
様
三
件
）

・
飛
鳥
田
一
雄
さ
ん
の
姿
（
同
様
四
件
）

ポ
ス
タ
ー
の
言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ　
「
水

道
管
の
ハ
レ
ツ
」「
ね
ず
み
捕
獲
で
粗
品
」

「
敬
老
バ
ッ
チ
」
な
ど
面
白
か
っ
た
。（
二

〇
代
・
中
区
）

全
体
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
い
時
代

に
啓
蒙
・
啓
発
・
伝
播
手
段
と
し
て
、
市
広

報
が
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら

れ
た
。（
四
〇
代
・
神
奈
川
区
）

〈
ご
意
見　

・
ご
要
望
〉

年齢

展示の評価

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
よ
り
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・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ポ
ス
タ
ー
画
像
を

公
開
し
て
ほ
し
い
。
（
同
様
四
件
）

・
展
示
資
料
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

（
同
様
三
件
）

・
昭
和
四
〇
年
代
以
前
や
、
五
〇
年
代
、
六

〇
年
代
も
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
同
様
四
件
）

・
も
っ
と
展
示
の
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

他
に
、
写
真
や
文
字
の
大
き
さ
、、
見
学
時

間
に
つ
い
て
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
関
連
上
映
会

ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
見
る
昭
和
四
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　

―
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

平
成
二
六
年
八
月
二
日
（
土
）　

午
後
一
時

三
〇
分

協
力　

横
浜
都
市
発
展
記
念
館

「
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
・
市
政
版
」
か
ら
、
調

査
研
究
員
の
解
説
を
ま
じ
え
て
昭
和
四
〇
年

代
の
特
徴
的
な
映
像
を
上
映
。

第
一
部　

都
市
づ
く
り

横
浜
都
市
発
展
記
念
館
調
査
研
究
員 

岡
田
直

第
二
部　

子
ど
も
・
環
境
・
消
費
生
活

横
浜
市
史
資
料
室
調
査
研
究
員　

百
瀬
敏
夫

・
参
加
者
九
九
名　

回
答
者
数
六
五
名

・
男
性
六
六
％
女
性
一
七
％
無
回
答
一
七
％

・
参
加
者
層
は
、
七
〇
〜
六
〇
代
が
中
心
で

合
わ
せ
て
五
四
％
、
五
〇
〜
四
〇
代
は
合
わ

せ
て
三
〇
％
で
し
た
。

・
参
加
の
動
機
は
「
横
浜
の
昭
和
史
に
興
味

・
関
心
が
あ
る
か
ら
」
が
五
〇
％
、
次
い
で

「
古
い
映
像
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
二
三
％
、

「
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
い
か
ら
」
二
一

％
と
な
り
ま
し
た
。

・
評
価
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
四
三
％
、

「
良
か
っ
た
」
三
八
％
、
「
不
満
」
は
二
％
で

し
た
。

〈
上
映
会
の
感
想
よ
り
〉

・
懐
か
し
い
映
像
を
見
る
機
会
が
少
な
い
の

で
よ
か
っ
た
。
（
六
〇
代
・
金
沢
区
）

・
現
在
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

貴
重
な
映
像
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
（
四

〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
映
像
が
伝
え
た
い
こ
と
を
短
く
ま
と
め
て

あ
る
の
で
見
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、
万
人
に

わ
か
り
や
す
く
作
ら
れ
て
い
る
の
で
参
加
し

や
す
か
っ
た
。

講
師
の
解
説
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
。（
四

〇
代
・
横
浜
市
）

・
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
四
，
五
〇
年
前
の

横
浜
の
風
景
、
様
子
（
町
、
道
路
）
を
こ
の

上
映
会
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
六
〇

代
・
保
土
ケ
谷
区
）

・
四
〇
年
代
の
取
り
組
み
が
現
在
の
社
会
を

形
成
す
る
種
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

大
変
面
白
か
っ
た
（
四
〇
代
・
南
区
）

・
第
一
部
の
貴
重
な
記
録
・
映
像
に
、
市
の

イ
ン
フ
ラ
発
展
の
歴
史
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
第
二
部
の
市
民
生
活
直
結
の
映
像
も
興

味
深
か
っ
た
。
（
八
〇
代
・
保
土
ケ
谷
区
）

・
体
系
的
に
み
ら
れ
て
大
変
よ
か
っ
た
。
講
師

の
解
説
も
よ
か
っ
た
。（
六
〇
代
・
港
南
区
）

〈
ご
意
見　

・
ご
要
望
〉

・
解
説
は
、
映
像
を
補
助
す
る
た
め
の
短
い

も
の
で
よ
い
。
も
っ
と
映
像
を
多
く
し
て
ほ

し
い
。
（
六
〇
代
・
西
区
）

・
「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
見
る
」
を
シ
リ
ー
ズ

化
し
て
上
映
し
て
ほ
し
い
。
（
五
〇
代
・
保

土
ケ
谷
区
）

・
ユ
リ
の
花
と
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
の
頭
の
音

楽
を
聞
き
た
か
っ
た
。
（
七
〇
代
・
港
南
区
）

・
画
面
を
も
う
少
し
大
き
く
し
て
ほ
し
い
。

（
六
〇
代
・
神
奈
川
区
）

・
昭
和
二
〇
年
、
三
〇
年
代
な
ど
ほ
か
の
年

代
も
見
た
い
。
（
同
様
三
件
）
他
に
解
説
に

つ
い
て
、
時
間
進
行
に
つ
い
て
、
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
を
期
待
し
た
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
ま
と
め
〉

今
回
の
展
示
会
は
、
三
〇
代
か
ら
五
〇
代

の
方
々
に
多
く
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
「
昭
和
四
〇
年
代
」
を
タ
イ
ト
ル
に
打

ち
出
し
た
の
で
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た
五
〇

代
の
皆
様
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
よ
う
で
す
。
五

〇
代
の
方
々
は
、
自
分
が
生
き
て
き
た
時
代

を
再
確
認
す
る
た
め
、
三
〇
代
、
四
〇
代
の

方
々
は
、
自
分
の
知
ら
な
い
時
代
へ
の
興
味
、

六
〇
代
以
降
の
方
々
は
、
懐
か
し
さ
を
求
め

て
見
学
し
て
い
た
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
か
ら
う
か
が
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
広
報
ポ
ス
タ
ー
」
と
い
う
こ
と

で
、
美
術
的
な
関
心
を
持
っ
て
見
学
し
て
い

た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
展
示
会
は
、「
広
報
ポ
ス
タ
ー
」
と

い
う
わ
か
り
や
す
い
切
り
口
で
、
市
史
資
料

室
の
新
た
な
見
学
者
層
を
開
拓
し
た
こ
と
が

大
き
な
成
果
で
し
た
。

ま
た
、
展
示
関
連
上
映
会
は
、
ニ
ュ
ー
ス

映
画
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
や
す
か
っ
た
と

い
う
声
を
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
展
示
会
も
関
連
上
映
会
も
Ｐ
Ｒ
不
足
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
の
ご
意
見
等
を
今
後
の
展
示
な

ど
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
展
示
会
の
記
録
は
、
報
告
書

と
し
て
二
七
年
度
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

�

（
川
原
照
美
）

年齢

お越しになった
理由
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� ●開架資料紹介　●市史資料室たより

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
� リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　�　��

《市史資料室たより》
【横浜市史資料室内ミニ展示】
「戦後70年　戦争を知る
−横浜空襲と戦災関連資料から」
会期：4月中旬～7月中旬
時間：午前9時30分～午後5時
会場：横浜市中央図書館地下１Ｆ
　　　横浜市史資料室展示コーナー
　　　◎入場無料　※会期中一部入替あり
内容：�横浜における戦時下の生活と戦争の実

態に関わる資料を展示します。

予告【平成27年度展示会】
「戦後70年　戦争を知る、伝える
　　　　　 横浜の戦争と戦後Ⅱ」（仮）
会期：7月18日（土）～9月23日（水）
会場：横浜市中央図書館地下１Ｆホワイエ
＊横浜市史資料室展示コーナーにて
「ヨコハマ３万年の交流」関連展示を開催予定
です。ご期待下さい。

【『横浜市史資料室紀要』第5号発行】
〈目次〉回想のヨコハマ　米軍通訳となった在
日日系米国人二世-小林直明・クリス氏に聞
く／横浜の「関西村」について／昭和初期横浜
市における、ある市場業者の卸売市場論／横
浜の空襲に関する日米の記録／横浜市史資料
室の活動記録／資料を寄贈していただいた
方々　※税込500円

【報告書『震災復興と大横浜の時代』発行】

〈目次〉第1部　写真編　1.廃墟からの再生
2.バラックのある風景3.変わりゆく街並み
4.震災復興事業5.大横浜の旗のもとに／第
2部　史料編　１.大横浜と第三次市域拡張
2.大横浜を支えた町村3.大横浜の将来構想
4.第四次・第五次市域拡張／第3部　解説
編　１.関東大震災と横浜2.バラックの時代
3.横浜の復興都市計画4.大横浜建設にむけ
て5.大横浜のゆくえ　※税込500円
上記刊行物は、横浜市役所1階市民情報セン
ター、横浜市中央図書館「ふれあいショップ
のげやま」、横浜開港資料館、横浜市歴史博
物館、横浜都市発展記念館で販売しています。

【寄贈資料】
1株式会社有隣堂様　�ヤングクラス氏関係資料　３点

2白石　 緑 様　戦後横浜のスライド� 3点
3東京大学大学院情報学環図書室様
STARS�AND　STRIPES　1945年11
月～1952年6月� 52冊

4小澤　惠一様　　�小澤惠一資料他　391件
5櫻井　 達 様　　�鳥居民『昭和20年　第

一部8　横浜の壊滅』他
� ２点

6根本　政視様　　�平沼付近の航空写真　他
� 9点

7苅谷智加惠様　　『私の神様』� １冊
8岸　　幸示様　　千人針� １点
9鶴見臨港鉄道株式会社様　絵はがき　５点
�長谷川研一様
　郷土史関係ビデオフィルム� 28点
�白石　 緑 様　　小林直明資料追加　９点

【市内歴史関連8施設連携企画】

わがまち横浜再発見
｢ヨコハマ3万年の交流｣
会期：7月18日(土)～9月23日（水）
横浜市歴史博物館をメイン会場として、開港
資料館、都市発展記念館等の8施設連携によ
り横浜3万年の歴史をかつてないスケール
で再現します。

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

　　　4月20日（月）、5月7日（木）、
　　　6月15（月）～18日（木）

第
二
次
大
戦
後
、
占
領
政
策
に
よ
っ
て
行

政
と
市
民
と
の
間
の
情
報
は
、「
上
意
下
達
」

か
ら
市
民
が
参
加
し
て
相
互
方
向
の
情
報
共

有
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
広
い
意

味
の
「
広
報
」
で
あ
り
、
市
民
の
意
見
等
を

聞
く
「
広
聴
」
と
、
市
民
に
情
報
を
伝
え
る

狭
い
意
味
の
「
広
報
」
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
情
報
を
伝
え
る
広
報
手
段
と

し
て
、
昭
和
二
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
は
じ
め
、

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
も
の
に
『
広
報
よ
こ

は
ま
』
が
あ
る
。

こ
の
『
広
報
よ
こ
は
ま
』
は
、
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
三
月
に
『
横
浜
弘
報
』
と

し
て
始
ま
り
、
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は
、

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
二
ペ
ー
ジ
の
『
弘
報
よ
こ
は

ま
』
と
な
っ
た
。
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
八

月
七
八
号
か
ら
は
『
広
報
よ
こ
は
ま
』
と
な

り
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

当
初
は
、
弘
報
委
員
会
や
学
校
や
市
会
議

員
等
へ
の
配
付
で
あ
っ
た
が
、
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
度
か
ら
は
全
世
帯
配
付
と
な
り
、

市
民
に
直
接
届
く
広
報
紙
と
な
っ
た
。

行
政
の
仕
事
・
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
で

あ
る
の
で
、
こ
の
『
広
報
よ
こ
は
ま
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
横
浜
市
の
「
お
知
ら
せ
」
は
、

そ
れ
ら
の
行
政
の
仕
事
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
り
、
横
浜
市
の
行
政
か
ら
見
た
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
を
知
る
た
め
の
興
味
深
い
資
料
と
言

え
る
。

た
と
え
ば
、
資
料
室
に
お
い
て
プ
リ
ン
ト

製
本
を
作
成
し
て
い
る
最
終
年
度
は
一
九
八

八
年
度
と
な
る
が
、
横
浜
博
覧
会
を
直
前
に

控
え
て
、
各
区
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
伝
え
て
い
る
。
四
七
六
号
（
一
九
八
八
年

一
〇
月
）
は
、「
あ
と
半
年
で
横
浜
博
」
と
い

う
見
出
し
で
横
浜
博
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
四
七
九
号
（
一
九
八
九
年
一
月
）
の
か

な
ざ
わ
区
版
で
は
、
同
年
夏
に
開
業
予
定
の

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
紹
介
す
る
。

市
史
資
料
室
で
は
、
一
九
四
九
年
の
『
横

浜
弘
報
』
か
ら
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

度
ま
で
、
若
干
の
欠
号
は
あ
る
が
、
複
製（
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
プ
リ
ン
ト
）
を
製

本
し
て
開
架
し
て
い
る
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

開
架
資
料
紹
介�

　『
広
報
よ
こ
は
ま
』

『広報よこはま』第203号1966年1月（写真は原本）
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